


10:00 - 13:10

13:00 - 13:10

13:10 - 13:40

13:10 - 13:40

13:40 - 14:15

14:15 - 14:50

14:50 - 15:00

開場・模型展示

開始・開会挨拶、ゲスト＋非常勤講師の紹介

優秀作品講評会

1年生課題
「通りのカオ」「座るカタチ」「自分の居場所」

2年生課題
「海の家・山の家」「都市に住む」「地域に開かれた保育園」

3年生課題
「文化複合施設」「木造住宅意匠設計」「集合住宅」

休憩

Program 2022.9.10(sat) 10:00 – 18:00

Access

居住環境デザインフォーラムは2004年に第1回が開催され、今年度で18回目を迎えます。毎年、学生の学業成果を学内外へ発信する場として、学生運営により
開催しています。
本年度は「100年先の暮らし」をテーマに掲げています。2020年に世界的なパンデミックが起こり、私たちを取り巻く環境は大きく変化しました。「暮らし」
に関して様々な角度から学ぶ居住環境学科においても、これからの暮らしを考える必要があるのではないでしょうか。
本フォーラムを通じて、居住環境学科らしい視点を持ちつつ、これからの暮らしについて皆様と議論・共有できれば幸いです。

Lecture

記念講演会 講師：タトアーキテクツ 島田 陽 氏 / 建築家

1972年神戸生まれ。1997年京都市立芸術大学大学院修了後、直ちにタトアーキテクツ設立。
「六甲の住居」でLIXILデザインコンテスト2012金賞、第29回吉岡賞受賞。「石切の住居」で日本建築設計学会賞大賞（2016）
「ハミルトンの住居」でHouse of the Year Award, AIA Brisbane Regional Awards/State Award, AIA Queensland 
Architecture Awards/National Commendation, AIA National Architecture Awards「宮本町の住居」でDezeen Awards2018 
House of the Year受賞。
著書に『島田陽 住宅/YO SHIMADA HOUSES』『日常の設計の日常』『7iP #04 YO SHIMADA』等。
京都市立芸術大学准教授、神戸大学、神戸芸術工科大学非常勤講師。

▲ House in Hamilton

▲ House in Yamasaki

▲ House in Miyamoto▲ House in Rokko

15:00 - 15:50

15:50 - 16:10

16:10 - 16:10

16:10 - 17:20

17:20 - 17:30

17:30 - 17:40

17:40 - 17:50

17:50 - 18:00

卒業論文・卒業設計・修士論文

休憩

講演会 ゲスト：タトアーキテクツ 島田陽氏

講演

質問募集・回答10分（zoomウェビナーQ&A機能で募集）

休憩

表彰

総括・閉会挨拶、参加アンケート回答依頼

定員：現地とオンライン合わせて300名程度
会費：無料

お問い合わせ：第18回居住環境デザインフォーラム実行委員会
大阪市住吉区杉本3-3-138 生活科学部棟A315
MAIL: 18th.designforum.online@gmail.com
WEBSITE: https://www.omu.ac.jp/life/
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大阪公立大学
杉本キャンパス

我孫子南
中学校

住吉
スポーツ
センター

会場：大阪公立大学杉本キャンパス 学術情報総合センター10F
（大阪市住吉区杉本3-3-138）
オンライン：zoomウェビナーでも同時配信
＊人数確認のため、下記QRコードから予約をお願いいたします。

N

・JR「杉本町」駅より徒歩5分
・地下鉄御堂筋線「あびこ」駅より徒歩15分

＊当会場には専用駐車場はございません。
お車でのご来場はご遠慮ください。

第18回居住環境デザインフォーラム
― 100年先の暮らし ―
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